
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１０：００ 公民館集合  ＊ロビーで受付を済ませてください。 

１０：０５ 出発 

１０：４０ 小野沼公園到着   

＊到着後、記念撮影 

１１：４０ 昼食 

１２：２０ 自由遊び 

１３：１５ 帰りの準備 

１３：２５ バス集合 

１３：３０ 出発 

１４：０５ 公民館到着・解散 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

【申し込み期日】７月１２日（火）  

【申し込み方法】 

① 学習会時に提出  

② 東公民館事務所に提出 

③メール tyuou@betsukai.jp  

（＊必要事項を打ち込んでください。） 

④ＦＡＸ 75-0750（中央公民館） 

⑤東公民館に直接電話  86-2141 

 

 

☆参加について、いずれかに○をつけてください。 

①１５日のみ参加できます。 

②１５日、2５日（延期になった場合も）両日参加できます。 

③２５日（延期になった場合）のみ参加できます。 

 

 

キ  リ  ト  リ 

 

＊メールまたはＦＡＸで申し込みの方には、必ず受付確認の返信をしています。 

返信がない場合、申し込み時の送信エラー等で、こちらに届いていない可能性

も考えられます。必ず、返信のご確認をお願いします。 

＊なお、雨天の場合は延期となります。延期となった場合についても参加できるかどうか

確認する項目もありますので、忘れずに記入してください。 

＊雨天で延期になる場合は、朝９時までにメール・FAX または電話にてご連絡します。 

 ＊延期の場合、夏休みにかかることになるので、園児・小学生のきょうだいの参加も可能 

とします。きょうだいも参加する場合は、申込用紙にきょうだいの名前の記入をお願い 

します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

☆バス乗車の注意 

・事故防止のため、お母さんと 2 点式シートベルトが着用可能なお子さま（健康保持上適当でない場合 

を除く）につきましては、シートベルトの着用をお願いします。 

・安全面を考え、お子さま（幼児）が一人で座る場合は、通路側の席は控え、窓側の席をご利用くださ 

い。一人で座れないお子様は、お母さんの膝の上で、しっかり抱きかかえてください。 

・乗車中は、危険のないよう注意を促し、しっかり見守りください。 

・乗車人数が多くなる場合は、中央の折りたたみの座席を使用することもありますが、お子さまだけの

利用は禁止といたします。急ブレーキをかけた時に、座席から飛び出す危険性がより高くなります。

最後尾中央の座席についても同様です。 

・運行中は、立って歩かない（歩かせない）でください。 

・おやつなどを食べた場合は、降りる前に、座席周辺にゴミや食べかすが落ちていないか確認してくだ 

さい。ゴミは、基本的に各自持ち帰りとなります。 

・オムツの取れている子（取れかけている子）は、乗車前にトイレに誘ってください。 

☆小野沼公園利用の注意 

・バス降車後、シートに荷物を移動します。貴重品は、各自責任を持って管理してください。 

・天気がよければ、小川で水遊びができます。サンダルもあるとよいかもしれません。 

浅いとはいえ、水の事故には、十分気をつけましょう。 

・遊具もありますが、少し大きめの子ども向けの仕様になっています。使用する場合は、必ず

大人がつくようにしましょう。 

・散策もできますが、敷地が広いので、子どもが迷子にならないよう気をつけましょう。（大人

もです！！） 

・大きな沼のボートが置かれているところは危険です。目を離した隙に子どもが入っていかな

いよう注意しましょう。 

・食事以外のゴミは、各自持ち帰りとなります。 

＊日差しが強く、気温が上がることを想定して、各自熱中症対策をお願いします。 

＊多少の高低、段差、安定しない場所もありますが、ベビーカー使用可能です。 

 バスに積み込むこともできます。 

＊困ったことなどがありましたら（お手洗いに行きたい、下の子を見ていてほしいなど）、遠慮

せずにスタッフに声をかけてください。 

☆アブやハチなどもいますので、十分注意しましょう。 

今回は、緑の中の自然体験です。五感を使った遊びの世界がどんな風に広がるか楽しみですね。 

いつもと同様、ぬれたり、汚れたりを覚悟の上で、親子共々思う存分楽しみましょう。 

  

 

 

 

 

 

 


